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⽇本の課題を解決するSDGs関連企業ポートフォリオ作成

「⼥性の結婚・出産後の働き⽅」

１．テーマ
⽇本では育休産休の制度が整備されていても取りづらい

雰囲気・⾵潮があり、妊娠後・出産後に社会復帰できない
不安から少⼦⾼齢化が進んでいる。また貧困率が15.7％と
おおよそ7⼈に１⼈の割合で貧困状態にある。（2016年）
つまり家計を⽀える⼈が男性のみでは苦しい家計が多くあ
るだろう。パートやアルバイトとして育児をしながら⽇中
に働く⼥性も多くいる。⽇本では家事や育児が⼥性の仕事
という固定概念が存在し、いまだに薄れていない⾯がある
ため、正社員としては働きにくい。もちろん⼦供の成⻑を
⾒守るという⾯も⼤きい。しかし主婦という観念が薄れな
い限り、⽇本での⼥性の正社員としての社会復帰の定着は
難しいだろう。
また企業の視点から⾒ても、男⼥両⽅からの広い視点を

持つことが必要だとは理解しているが、⼥性の管理職や役
員登⽤実績は依然低い。これは結婚による離職や産休や育
休で現場を離れることを想定しているからである。このよ
うな現状・慣習から、⽇本には⼤きな働き⽅改⾰が必要だ
と考えられる。今回はこのような⽇本全体の課題に対して
企業の取り組みを調べ、解決に向けて貢献できる企業ポー
トフォリオを作成した。

３．投資銘柄の紹介
右の16社が今回の投資
銘柄である。並び順は第三
スクリーニングでの得点が
⾼い順である。
中でも注⽬すべきなのは
「千趣会」「⽇本ケアサプ
ライ」「カルビー」の3社
①千趣会は⼥性のための
事業を進める企業である。
よって従業員に対しても育
児と仕事の両⽴について
説明した独⾃のマニュアル
を作成するなどの取り組み
を⾏っている。経営理念や事業内容のテーマとの適合性で
得点が⾼かった。②⽇本ケアサプライは施設への介護⽤品
レンタルだけでなく、各家庭⽤のレンタルも⾏っている。
こちらも経営理念や事業内容のテーマとの適合性で得点が
⾼かった。③カルビーではワークライフバランス⾯での得
点が⾼く、有給取得のしやすさや⽉平均残 業時間の少な
さ、男性の育休取得実績という点で差をつけた。

２．スクリーニング
今回の研究では3回のスクリーニングを⾏った。スク

リーニングを⾏うにあたり以下の前提を⽤いた。ジェン
ダー平等のメリットとして⼥性の経済的⾃⽴、意思決定の
場合における男⼥平等、⼥性能⼒の向上などがある。⼀⽅，
男性に対する過度期待という問題の緩和もできる。その結
果、⾃由で安定な家庭メンバー関係が作られ、国の経済⼒
の向上ができ、社会が国⺠の望む⽅向へ発展し、皆が幸せ
になると考える。この考えの元スクリーニングを⾏った。
第⼀スクリーニングでは、家事代⾏・ホームヘルパー・

中⾷関係・保育など⼥性が家庭に縛られず働きやすくなる
環境をつくるための業種に注⽬し、102 社 選定した。
第⼆スクリーニングでは、ROE・⾃⼰資本⽐率・PER 

の三つを点数化し、合計得点が⾼いものから⽇本企業 18 
社、アジア企業 7 社の合計 25 社までで選定した。（得点
基準は下記参照）

第三スクリーニングでは経営⽅針・企業内容と投資テー
マとの適合性などを選考した。結果、投資を⾏う企業を
102 社 から 16 社まで絞った。

４．投資家へのアピール
Yahooファイナンスとinvestingを使い、投資銘柄全16

社の株式三年間の⽉次データで分析し、以下の数値を求め
た。

予測リターンは株の予想収益であり、予測リスクは株の予
想リスクである。シャープレシオは、１単位のリスクに対
して、どのくらいのリターンがあるということを表し、ソ
ルティノレシオは計算時に損失が出る場合だけを表す。つ
まり、ソルティノレシオは株が下がる場合のリスクとリ
ターンの関係をあらわす指標である。投資対象を⽐較する
際、他の指標が同じ場合にはソルティノレシオとシャープ
レシオが⾼い⽅がよいということがわかる。
ベータ値とは、個別
銘柄のこれまでのデ
ータを使い、市場全
体の動きに対する機
微をあらわす指標で
ある。ポートフォリ
オのベータ値から、
市場全体の10％が変
動すると、ポートフォリオが約5.7％変動することがわか
る。求めた指標により、総合的に我々のポートフォリオの
収益は市場平均より低いが、リスクも低い。そして、株式
市場全体の動きより安定的で、ローリスクなポートフォリ
オであると⾔える。今のコロナで、株式市場の動きが激し
い環境の中、本研究成果はいい選択肢だと考える。

まとめ
我々はこの研究を通して、今まで学んだ専⾨知識を活か

すことができた。また⽇本とアジアのジェンダー問題への
理解にもつながった。研究中、グループの事でコミュニ
ケーションと研究の重要さも認識した。初めての研究とし
て、すごく有意義な経験であった。

（※本研究は第21回⽇経STOCKリーグにレポート提出している。引⽤等は紙⾯の関係上掲載することができなかった。JIU学会には報告書としてレポー
トを提出する）


